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例 言

1 この雑告書は 2部にわかれ、第 1部は比内町谷

地中字舘の一部発揖旧査の成果で，第 2部は仝町

中野の円Jll状遺1月群の 1碁の発掘報告である。

？ 団査の担当者は奥山 :1¥'! (秋田考古学協会員）

である。

3 同報文とも遺ほ，遺物については，担当者の指

示によ り板！昌範芳（秋田考古学協会mが原文互

IAを作成．全はの構成，編其にあたって担当者が

涌箪した。

4 遺構写真は市史耳門委日山田福男と奥山により

遺物写真は写真家越前貞ー氏による。
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第 部

比 内 町谷地中 「舘」



I 緒 文

ここに紐告する比内町谷地中の舘と叶ばれている遺跡の発掘は，遺跡のすぐ南にある大券の出打

である夭館鳳叩石校社会部員志I配文葬辺の熱心な手配により，’仝芯社会部考古学班によって開始さ

れた。桂店校社会蔀良も一部援助し，奥山 澗の担当のもとに．小山紅夫｀成田忠志（いずれも秋

田考古学協会月）が参加した。四和46年 6月であった．

．この発掘はわずか一日餓I/であったが，この小台追の地表の忠土は贋用に剥土され，はとんと下

層の表面に近く ．浅かったため，たらまち怠夕りな遺！員が出現した。その発掘結果は小規ほながら注

目すぺさもので舘の発掘としては北杖ではa初のことでもあり，特に角往の掘立柱l.l.木県として

ははじめての出現であった。 「秋田名古学J第30号にのせたそのロ要をUに掲げた。

今次発掘は．市史編さん貨料として．いうところの＇詑 '<1)性格をつかむ手1.1111を困る目的も兼

ねて．上記試掘個所の南域台地の南荘部からはじめたものである。

釦担は台地の南端部であるため．結溢めいた考察を加入る 1でに至らないが．方法誌的に舘の発

掘のもたらすものは，決してその形状．内部脳設に止まるものではなく ．わずかな出土品の意味す

るところを汲んで．そこに居を1員えた 1棲団の性格の分析を試みなければならない．特にその文化

内容が暗示する経済性こそ，舘発船の目的でなければならない。 (O)

l 遺跡の位四と地形

(F1i g I , 2 PL 2) 

谷地中の窃台すなわち rt11Jには冠称がない。地JilJ比内町谷地中字舘20,21番地である。

比内SJ!iil田から県道1圭瀬一比内線を南に 5km, 谷iが中の瓜落と．大なの災落のほぼ中岡県道の

東憮水田中にある低い台地が遺跡である。西側には山地かせ!l.IJ• その返を引欠Illが北流する。遺

路と川は約 200mほど距てる。

大券の南の山地の糸柄沢に発する引欠Illが大なまで下ると，そこから平地が北に向って開け,Ill 

汲の方向に傾斜する。遺栢の上面と大搭の仄落はほゞ問水迅である。石台．即ち絃は．南の山地に

向ってV字型にすぼまる谷間の入口に当る位置におかれている．

大券からほゞ高台までが． 間1斤された谷のj~i!ii間口部分で ， 高台付近がや ヽ 平坦な地形．以南l;t

谷馳中の地名が示すように低湿であったらしい。

高台の西債にIJ..おそらく志台の遺物と同期の遭没t.t.があり． 北政債つまり引欠川よりの水田

は目の色閲からも．この志台の周回を削った引欠Ill旧蛇行Uの沼地がめったらしく.Mi台がタテ印

ち店としての性格をも持ち得ることを暗示している。

高台は水田よりの比寇4mほと．十和田火砕滋で形成さ れ．もと附近は屈田方面まで氏く一面の
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火砕流と．その二次堆積物による台地であったものが．引欠Illにより蝕関さ れてわずかに残ったも

のである。

現在束紐は農道のため四綿状にけずられ． またおそらく他の印はももとの形でUなかろうと推濶

される。

この台地の地臼的特色として．シラス庖の上面が砂竹砧土にお、 hれ．特にこの粘土層の上半部

は脱色して9憂白色を呈し．すこぷる微粒である。

この枯土はN回に最適であり．この遺路の出土土諾しこの花土で製作されていると考えられるが

乾足すると頗る竪硬であって．これが翌穴や往穴跡の保存に大さな役月を染している．なお台地南

東端部にはこの粘土層の被11がうすいか:I;f.:U欠IIた区域もあった。 (0)

台地下四固IHAJ也竪理され.18い地貌は知るぺくもない。

地理的に見ると．大各部落Ll,阿仁方面から山じで通ずる山itt(現在は¥';¥辺仕瀬比内ほ）が大

館盆地（孜義には比内）に入る出口部分にあたり．遺粒はその要怒にある。阿仁追方との連絡踏は

大巻部落よ IJ南へ約 5km,立又よI/小沿津内沢あるいは屈子ケ沢一ー大；；；津内沢を経て．明利又ヘ

出る。明利又より松沢——葛氾一ー大畑ー一妹厄館を経て虞出方面へ． 又，明利又より松沢―-J:

舟木ーー4圭湘へと出て．阿仁Ill沿に北上すれば米内沢，面下すれば阿仁方面へ通ずる一万，大脊よ

り南約 3km, ーノ渡から忘陣沢ー一奥見内;R-11;:l¥へ通する山道もある。この山道l:i,比内と阿

仁追万を結ぶ．短絡詑としてその役割をIJたし．谷地中「舘」の位筐と槌能も．この連絡路とは．

切り雄して考えることはでさない。

1J] 第 1次発掘調査の概要

発掘聞査は，幅2mないし I.Smのトレンチ 3本で行ったが.l[,q土前のポーリング1菜査によ り，

文化庖面が，J餡表10-IScmと汲いことを知った。 もと30cm程度の屈土に穫われていたらしい。関土

の結果．灰白色粘土の文化面には細かくプルドーザーの軌j印痕が亥りまれていたが，この面で容品に

多くの柱穴と，竪穴落込みを検出した。小塁の遺物もまたこの面から採北された。

トレンチ発掘であるから．掘立往列から仕物プランを計湖することIiできない。往穴の寸法は不

同であるが， 30X35cmが最大で，深さ は平均25cmほどである。

竪穴は完掘していないからその規ほは不明なものが多いが， 6戸検出され， 1-3号竪穴11ヽJヽ形

で， 2号にはカマドが一部残存している。 4-6号竪穴は完掘してみないと問代b性格もわからな

いが，大部分は土師沿の時代と推定される。隅丸方形竪穴の一辺らしい部分も検出された。 Jヽヽ竪穴

は，のちの竪穴を作るため埋めら tt整くかためられていた。

出土遺物にわずかである。竪穴内出土はなくすぺて竪穴や屈立往の掘られた面上から出土してい

る。

〇 土師器石英砂粒を胎土にまぜた．妓成の良好な遅の口は部破片．糸切底でない底部破片ほか
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Fig 3 舘発掘全体図



2, 3片である。

〇 註只 元只通宝 1枚。他文字不明の銹の著るしいもの 1個。

表1彩遺物には政和通宝 1枚，1知成のよい須恵器破片数個，多量の土師器破片， 回片（白磁，染付．

冑磁？） 破片がある。(O)

圃 第 2次 発掘調査

1 追跡 (Fig2-3PL3)

南北巾約 IIOm,菜西の沿大巾約60mの独立残丘上にあり．南端苺約270niの閲査を行った

(Fig 2斜訟部分）疇

台地上は現在畑伯で，政北嬬邸は．台地東測を通っている農道から台地に上るために．土砂が踪

去され綬傾針にな っている。台地中央東側にIJ,I.Smほど低い約印炉F方メー トルの平坦面があ

る。これIJもとこのような姿であった ものか．因囲の田地へ客土したためのものか，今回はぼ認作

菓が出采なかった．台地11面にはこの池方の誼跡によくみられる段焚構造はなかったようである。

1:1'11により土師器€伴う竪穴 9戸 (1-LX) ······ うち須患器伴出 3戸<r • n• mi……。長方

形掘り込み遺'"2、不明遺構 2,潟状遺ほ2'抵立往穴を多数検出した。以下これら遺構について

記述する。

A 竪穴遺"

第1弓翌穴 (Fig4) 

長枯の艮さ約 2m, 短蛉の投さ約 I.Sm,泣忠約 0.3mの隅丸方形竪穴である。竪穴中央よ1/北

東寄りに．粘土を碁盤とし．灰と位土がその上を覆った火気使用の跡が「い」字型にあり、その中

央に舘期の柱穴が切り込み．これにffil.Rして同期の往穴が．北東虹を突き破っている。このためこ

の rい」字製の火気使用tかを，炉とするか，カマドの袖部とするかは．他の1列の検出を待っことに

したい。

往穴はII個検出されたが, a・b・d-hの竪穴外に往をもつ住居訪であろうと思われる。ただ

西隅の往穴を c にするか• dにするかは問傾があろうが ここでは他の三隅がすぺて住居趾外にあ

ることから• dが使用されたのでUないかと思われる。

これにより往のプランを見ると．四双の柱は竪穴外にあり，その間にくる柱は竪穴史にとりつけ

る （北東虹は不明）という ことになるのであろう。

北豆史北測に不整形なテーフル状遺ほかあり，その面上より PL10・21, 22の不明遺物および土

距器口U部が出土した。出土遺1りは土的器，須恵若が出土した (Fig5 -5. 6, 14會 19)
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第II号竪穴〔PL4 (I)) 

良＂の長さ約 I.Sm,短給の長さ約 1.3m,壁忘約 0.2mで．北東虹がふくらんで歪んだ五角形

を示す。床面は平坦でよくしま っており，往穴は 7団検出されたが，プランは不明である。北西駐

にある 3個の往穴は円往をたてた跳で，1也は角柱である。火気の使用跡はみられない。須恵器破片

が出土した (FigS-17)

第＂号竪穴

只釉の長さ約 I.Sm, 短給の長さ約 1.3mの隅丸方形竪穴で．虹石は約 0.2m,床面も硬くしま

I/平坦である．第J号住居躊同様，形の豆った小型隅丸方形竪穴であるが．往穴については判明し

なかった。遺物は床而より土邸器．須恵器が出土した (FigS-3, 18) 

第IV号竪穴

北虻は「U捻的であるが，西壁から南撻にかけてはゆるやかなカープを面き．京測l;l.磁面がまった

くみられないためプランの確認ができなかった。四隅をもつ方形くずれのプランが第 II・ V同様

五角形を旦すものかは不明である。現形で南北約 2m. 東西約2mを測る。

第V号竪穴

長軸の只さ約 I.Sm,冦Bの長さ約 1.2mで．第n号竪穴より明確な五角形プランを示す。紅刀

約 0.1m會床面は充くしまり平坦である。竪穴内外に関係あると思われる往穴U検出でさなかった。

第¥1号竪穴

台地a肉辺に位置し，その南半分は舘)!JIにおける，台地斜面旧竪により切削されている。北東竺

の尺さは約4mが），閲丸万形竪穴であろうと思われ，その平iliiブランは.4 mX 4 mの方形にな

るものと推定される。

竺店は約40cmで，虹面もし っかりしている。測溝はみられない。柱穴は史ぞい翌穴床面に三木検

出され，往約20cm,深約40anで，四隅に各 1本，四隅問に各 1本の計8本の往を俎定することがで

きる。床面より口絵の花文回器が出土した。

第¥1号翌穴

南双半分を確認しただけであるが，南西隅に住居への出入口と思われる緩斜面〔Fig3. 矢印の

方向へ下闊）がある。北哀隅遭認のため拡張し，わずかではあるが検出することがでさた。それに

よると，出入口と思われる緩斜面を除いて，平面プラソ9と東西雑の只さ約 3.5m、南北雑の長さ

約 Jmとなり、ばぶは約 O.Jmほどあ1/,立面の保存も良好であるが，北東悶では他の竪穴と1li桟

しているらしい。出入0と思われる緩斜面は束西純約 Im.南北粕約 Imである。床面よりFig5・ 
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13の土師器が出土した。

第II号竪穴

南西屈に出入口と思われる緩斜面がある(Fig3矢印の方向へ下降］。南側側虹は第IX-f}竪穴と瓜

復しているため.§.t面はみら れないが．側溝が見られ．範囲が判定された。それによると．出入口

と思われる緩斜面より東にのひ:1.:偶区は, Imほどで測溝にかわる。その側溝は南に折れ，第II号

翌穴とは異な り，出入口と思われる緩斜面よI}南へその床面を広げる．

床面をt年細に閃査した結果，竪穴中央に束面に走る満を退めた跡が検出された。..:の廷長は出入

口と思われる経斜面より菜にのひたはと線上で結ばれる。このことにより．元釆は第¥I号竪穴同11',

束へのI.Jていた憫区を．伺んらかの事情によ I)削除して、南に拡張したものであろうと推定される

床面より FigS-9.16の土師器が出土した。

第1X号翌穴

第¥1,II号竪穴同ll.南西隅に出入口と思われる緩斜応註がある。これより北へのびる西側虹り

約 Imはどで， A長方形掘り込み遥鳩により切断され．その延長は,示¥1号住I哉りによ IJ削平され，

匹かをとどめていなかった。東側は第II,仄号竪穴とも排土の関係で確認出采なかった。床面より

Fig 5-I會 4, 15の土紐器が出土した。

B 竪穴遺！月について

緊穴は以上9戸（第lー第IX)検出したが，その形状よ り3類 (A-Cとする）に分かhる。

A 類

J~Vは小形の匹丸緊穴で， 5戸のうち小形隅丸方形翌穴 （第 I. 第Ill)と．その亜系と←りえて

よいと思われる五角形に近い翌穴 (D. V) , 及び位の確認が不可能で、 11っき りとした形状が判

明しなかったもの（第r,r) の一群である。

B 類

第VIの大製の隅丸方形竪穴をこれにあてることができる。すなわち. A類とは明らかに規伝の点

で界なり，往穴も翌穴内に規則正しく検出されるなど，ゆきとどいた遺！員を残すものである。

C 顕

第¥I-第IXがこれに類別される。その規ほは，B類に類似するが、出入口と思われるほ斜面を有

する点，他の類型と11区別されるぺきであろう。

A類は第一次閲査でも検出されており．今回関査した範囲内では．台地中央部に止まり. 8姐は

雨盆1こが）．渠舘8うに台地斜面瓜整により切られている。 C類は比較的坦リ込みの深い竪穴で．東

閲に拓まっている。

8
 



全体の胴査を終えたものではないので，竪穴i:rを分布関係で云々するのは早もかも知れないが，

一応ここで三類に分類し，他の検出例を待って，相互関係を追求していきたい。

C 舘期遺構

舘期廷物の柱穴と思われるピットは．多数検出され，伍舷的な往列は想定出来たがそれと結び

組み立てる立体的な廷造物を復歴しl!lるような往列を推定でき なかった。

往穴はすべて掘立柱式で、 今回旧査した西半邸には小規ほな径1ocm-20皿深IOonはどの柱穴が

みられ，束半都には｀大規！呉な径JOcm-40cm,深20cm-30an(中には70c,r(!)ものもある）ほどの柱

穴がみられた。これは独立残丘上面という限られた面Illの中で.ii迫物を考えるときまたこの舘

跡のもつ性格を考えるとき，正要な問題を含んでいると思hれる。往穴の摂跡よりその大部分が角

往であり，小規慎な往穴はそのまと角柱をJ塁めこんだもののようである。

雨迄部と，西測にある溝の外潤には1主穴がみられず，内外をこの潟で画しておI)、掘立往に伴な

う遺ほであろうと思われる。西側溝の東に一ばに並ぶl訪 I)が検UJされたが，これに立体的h造物を

雄定でさる豆がりある柱列はみあたらなく ，内131.めるいは別のような遺構ではないかと思われる。

第Vl号竪穴の東側を拡張したところ，80cmX40onの掘り方が検出されたn これ 1涸では、その性

格を判断することはできないが台地縁に殺置された憫列躇の一つでUないかと思われる。南淳部

西側溝に国まれた内の柱穴群の｀どの柱穴よりも大さく，掘り方によっていることなどから、かな

IJ大きな辻物を立てたであろうことが想f(&lされる。今後台地Iiの糾査によりその性格は判明するで

あるう。

長方形掘り込み遺構A

長釉の品さ約2m、短釉の長さ約 1.5m,深 0.9mの艮方形掘り込みで.i.! は四辺とも直上し，

区面．床面は平坦で， しっかりしている。

この遺構の東悶が第1X号翌穴の区部を切ってわり．竪穴ょIH!/世の遺構であることが判明し1.:6

掘り込み内には．黒色土と．地山の温合土か充渦してが）. J塁情土中より土邸器口縁 2片 (Figs,

2, 7 Jが出土した。

長方形掘り込み遺消B

長粕の長さ約 2.2m,短転の長さ約 1.7m,深 O.Smの長方形掘り込み渇県で.A遺構同紐竺

は直立し．堕面． 床面とも平坦でしっかりしている。 II積土中上部より．埠；；；と思nれる鉄さ品が

出土した。 〔Fig6 PL 4 -2 J 

，
 



不明渭！肩 a

兵軸の長さ約 2.3m,短軸の長さ約0.7-0.Jmの不整形の遺構である。床面は中央部が低く．両

邸分が芯い舟底形である。中からの出土遺物はない。

不明遺111b (PL 5 J 

只給の長さ約 2.1m, 短軸の長さ 0.3mの不堅形の遺構で， a同11底面は中央部がくぼ<,'舟底形

である。往穴はsfj検出されたが，その関係は不明である。

a, bとも． 同じ性格をもつ遺1員であることは疑いを入れないが， a,b一対で一つの遺IHとな

るらのか，それぞれが独立した役割をもつ単独遺構であるのかは．今後の発見例を待ちたい。

2 出土遺物（出土土器一覧表）

出土遺物には．土師器須恵若．回器、鉄器がある。

土師器 (Fig5-1 ~16, PL 9 -I ~14, PL20-18, 19) 

量的に昂とも多い遺物であるが．完全あるいは．全容を知り得る貨料はま った くない。

a)口贔部 (I-7) 

I ~31:t., 口は邸が虹上し、反 IJの少ないもので，深い壌あるいは深鉢のような形状を示す。 4

は体部から内弯し，口唇部は厚みがなく ，鋭い断面を示す。 5-7l;t甕の口縁と思われ， Sは口頚

部でするどく外反し，体部の西大径が口径よりかなり大きい土器と揖定さ れる。 611口は上氾でわ

ずかに外反（口唇郎が心上するといってもよいかもしれない） し｀比較的丸みのある器形になると

思hhる• 7 ll 6同様口は上部で．わずかに外反するが．その口唇邸は 4同lli鋭どい匝面形を示す．

b)注 口 土雑 (8)

注口邸だけの出土であったが比較的大形のもので，外面をヘラ状工具でていねいに庄いてある。

孔団の作製は，心樟になるエ具にお土をまき，心はを取り除いて孔部を整形するl'JiIJ万である。こ

の注口団は，体国に貼りつけたもので，その貼りつけ面から刺結したものである。

c)把千N土器 (9)

口径12an~l3c:mほどの浅鉢状の器体に把手をとりつけたものである。把手部分は長さ 3.5cm, iii 

径 3cm。中空部分1は1径 L7cmで1!li面は円形を呈する。中空部分の閃作ll,細いヘラ状のエ具でえ

ぐI)出してつく っている。胎土は祖砂粒が混入しかなり荒く ．二次火熱を受けている．この種の出

土例l;t'l/森~Ji!!i;lf引召鯰ケ沢，大館森山より報告さ れている。
＊ 

＊ 百＂ 忠 ・ 出~i:i也第2aB> :knn山遺鉢［岩木山Jn木山且古代遺註全匹口沢ta告書 印 486-501Fig I~ 
昭43 · 9 • 10 
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d)体 部 (10-13)

10, 11は底部に近い部分であろうと思われる。 101;1.Iワさ 4mm-Smmで，内外面ともヘラl'IIJIJ

のあと用毛状工具によりなでつけられている。 IIは比tl的大きな粗砂粒を混入し胎土は荒い。厄さ

は 7mm-smmある。 12は怨き上げの疸が顕吝で．夕t面をヘラ整形しているが．呑き上げ版を残

している• 13は内面が黒色で旧状工具による条1紅がみられる。その痕跡からみると15白は 5本のよ

うである．

e)底部 (14~16)

14は底部からの外傾のゆるやかな bので• If.Iの底部と思われる。内面には底部周縁に旧状工具に

よる整形が見られる。底面には小石がびっしりと付囚しており，製作過程において付涵したものか

急瓜的につけたものかに判明しないか, 15にも同様みられ．また付近の遺踪からもこの手の底部の
＊ 

発見桝が最近冶加している。製作法上の一特色あろ う。 なお胎土には混入されず．底部外面にIi

け付置させるのが特徴である。

須恵器 (17-19)

数片出土しているがいづれも大形甕の破片と思われる。17はロクロ成形で，器面はその上をヘ

ラで削って堅形している。 18の夕｝面には絹文がローラーによって筋文されている。 19は外面に181ll1

｛贔因文がローラーによって茄文され，内面には巾の広いIS状工具によると思われる条痕がある。

名称不明遺物 (20)

汲鉢であろう。口唇苺は平坦で．口は部に一条の沈拉をめぐらす。

鉄 器 (Fig6會 PL12)

I~. 現長 13.5cm,厚 7mm~tomm, 頂さ38gである．図上部が利邦と思われるがどのよう

な利器なのか不明である。

2 Iバ刃知の茎と思われる。現長8屯 mさ8gである。

3 IHUの刃部と思われるが．木部をはさみこむ刃部ではなく ．刃部を木部ではさみこむようにな

っており．現にと りつけ郡に横位に木部がf;fl}残存している。

砥 石 (Fig7) 

長さ約26cm,幅約IOCII¥厚さ約9011で．岩質はドレライトらしい。使用面は二面あるが．うちー

面は剥躍してわずかにそれを残す。他一面には使用瞑の凹みが 2ケ所ある。

＊ たとえピ比内町真鯰および市内池内平安問聾穴出土土"'ここの11の好例をみる．

12 
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陶器 (PLII嘩 ，②，③）

本稔出土回 ・磁器については．東京国立1lt物館東洋美術室長長谷部楽屈氏，県文化財専委小野

正人氏の御教示を賜わった。

①は滋台1寸皿で， 1号住居路北東虹に切り込まれた角往掘立往々穴底部より出土した。外体面に

店互内底面に1司物かの絵の染付がある。長谷部氏は15世紀後半~16世紀初頭のもので， 内面の染

付は獅子の絵ではないかとの見方であった。

また小野氏によると元あるいは明の染付ではないかとの見方であった。 内面の絵は長谷部氏のい

われる鱗子あるいは寇ではなかろうか。（口絵）

Rは＂号住居跡床面よ り出土し・忘台付皿と思われ内底面に投弁の花文があり，六弁と思われ

る．長谷部氏によると室町時代禾期～携山時代にかけての美濃伎との見方で，小野氏は黄瀬戸では

ないかとの見方であった。貿瀬戸 ・瀬戸黒 ・志野 ・岨部は英洟地方で9豆かれたもので，長谷部氏の

いわれる笑潰妓とはこのことを示しているものと思われる。（口絵）

Rは②と同贔,1号住居跡床面より出土した。長谷部氏によると室町時代末で比較的裏日本に多い

ものであるとのことであった。

第二次発掘調査日誌

4月29日 比内町致委の手配によるマイクロパスで現場へ、南躇器からの排土作業をはじめる。 11

号堅穴南債溝.V号竪穴，8長方形掘I/込み遺情， N号竪穴，罰号竪穴， 0号竪穴及掘立柱穴検

出

4月30日 前日援出した遺県の関査及ひ', a, b 不明遺構、西債溝,I号竪穴. ¥I号竪穴，A長万

形坦り込み遺1員，¥I. IX号竪穴検出，閲査。石垣市史編さん委員長， 山田市史編さん委員来訪．

5月3日 閲査区域を．南端から北へ18mの地点までと決定．遺構の関査とならんで測塁開始．

5月7日 現場鳩除，写ff!出影，午径より埋め戻し。

14 

北掘只任者石川芳男

発掘担当も奥山潤

第二次発掘調査関係者

発掘糾査貝 忘1因昭悦．田中抒造，小山純夫，板ほ範芳

発掘補助月 斉蒻隆悦，府橋菩ー，中村邦夫



（大館鳳鳴高校） 干葉哲吉．釜谷布志．高揖文莉，虻川明通．佐藤渭悦．畑田淳一，奈良雅哉

奈良長翠猜瀬文彦．和田悟．羽沢虹一郎．“山光政．鯰木亨．佐腹雅之．佐蒻順悦． 広沢功．

杉渕紀昭，掘内仁志．石川均．山田洋二，佐駿繹m.田村義明．椿田利之、干葉紅一郎，で原一

江．小笠原多津．佐腹宮士子．戸田絹子．佐騒真紀子．川井店代

（大館佳高校） 原田幹子．藷俎恵英子．安透和子．西恨律子．立石湛子．伊膝照子．工蒻早苗．

荒Ill恵美子，庄司こずえ．渡辺好子．干栞行子

考 察

1 竪穴群と国立柱訂について

Fig 3 発揖全図が示すように．これら竪穴訂は，その形状から数型式にわかれ、それがまた堅

穴形成IIJIの編年につながるもののように考えられる＾

このように．実に多数の揖立柱が検出されしかもそれが高床式の掘立柱辺物の1主tがであるか．

竪穴に付属したものであるのが判断に苦しむのである。しかしこれは．観点を変えれば．桁行幾

問，梁問いくらというU襄物の存在を考え．この分を跡いて考慮すると，残り 1.1.竪穴をと I/かこ

むものであり．更にその中の明らかに，ある竪穴の往であると考えて黒連のないものをも除外すれ

ば，残りは，現代の方形またU矩形の辻物が主としては，封底考えられない配置を示している。

このことは．縦来の考えも 一部の堅穴（むしろ半地下式の住居．または苔と表現すぺきであろ

う）の外民が．必らずしも方形、ないし矩形でなく ．極めて自由な多角形であった逗合を想定する

必要があるようにさえ考えられる。

他の舘址での全担結果によ ってもこのことは考案され．谷地中「舘」のこのような半地下式の

筋設が．これとあま り時腔のない連続を示すものであるばかりか、たとえ谷地中「舘」の竪穴，半

地下式住居ないし苔が成い1.1ここに存在したかもしれない掘立柱式店床のU物との間に，大きい

時閤的不連紐をさしはさむものではないように思えるのである。

つま り， 半地下式の住居ないし宮を使用した悶期から，地上高床建物の時期への移行期ないしは，

それが分悶するil[前の併用期に当っているように思われる。

この様な場合，古い方の時期の外圧プランについては、その文化系統において，かなり昇質のも

のが介在していることを感じるのは鯰外であろうか。

われわれはほ聾史に全くの棄人であり、 以上の推定は性怠店突にすぎる推定に止まるとしても，

あえて，発掘過積の印象として記録しておきたい。また掘立柱の布床辻物があったと してもそれ

は，半地下式憧物の存在する問に移入されたil梨法で，半地下式竪穴外足プランの伝統をかな り強

15 



くひいたもののように考えられる。

また 5角型を示す竪穴については，もし強いてその類型を求めるならば，それは北海道の．オホ

ーツク式土器を共伴する！口文式土器を出土する竪穴に類似を求め措るかもしれない。谷迫中 「舘J

の出土土器の編年位置から b,あまり黒遭でないと思われるが同時に揖文土器を出土する竪穴の

5角形は．明らかにオホーツク式土器を出土する 6角形竪穴の影響をうけたものと考えられること

から？もしも前述の推定が苫るしい妄想でないならばこの北海逍例について留意する必要がある

ものとひそかに考えている。

＊＊ 
またnn惧中油軽郡岩木町常盤野遺跡の第12号住居址は．平石をならぺたかまどのある位側をの

ぞく三方を.i!liさ30Cl!1、幅 I.Smほどの土盛で1illんだわずかに兵方形の竪穴であるが．短辺と兵辺

の各中央が外方に鈍角に慎り出す，注目すべき形状を呈している。その往穴は、すぺてかまどと反

対側のはの内伽にそい．配列が特殊であり，また出土の土助器は小豆の須患器を1半出し．常盤野式

と命名されている。この常盤野式で山問に発見されるものは刻文土器を伴なう。

このことが竪穴の平面プランにある種の関係がある•ように感じられるd 谷地中「舘J の五角形．

長方型竪穴も「只釘りのそれもjii)らかの文化的関述を，この注軽岩木山紺の竪穴との間にもってい

るとは言えそうである。

2 谷地中「舘Jについて

谷地中の「舘」が．その終未期が中世末期に及ぷものであったとしても（或いは末発挺地区にそ

の遺渭が存在するかもしれない） ．その起源は．まだ土邸器（おそらく須恵器の新らしいものと共

伴していた）問代にはじまる．比内地方の古代史中世前半史には．全く文献がない。当然その文化内

容についてはすぺて不明である。

われわれがこの点にはじめて自らの手で触れたのは．昭和45年II月..It内町独鈷舘 （中世の比内

地方を支配した汲利氏の拠館であったと伝えられる）の大日堂南東 200mで絹文遺筋を発捉の際で

宮沢正ほ君ら大館鳳鳴高校社会部考古班月によ って内黒土認器出土の方型堅穴の一部が発見された。

われわれは独鈷誼の史的背景のほんの一這に触れ困たことになるうか．

やがて谷地中忍台の第 1次発掘の際．笠戸の小型竪穴と．昆立柱の一部を発掘し．若干の輩きを

感じた。

*** 更に今次兌掘のあとに．奥山が1J!1査した比内町只舘の一部発掘で．谷地中 「舘」で出現した五角

形竪穴に近かい竪穴や．入口に傾斜した特店の腐設をもち．周辺の往穴がきわめて任達的な配列を

している牛地下式住居ともいうべき遺県をはじめて知った．しかし呉舘には谷地中「舘」のように

小さい浅い竪穴は発見されなかった。この間に．わずかながら舘の編年の可能性が浮んできたこと

になる．その立地と．その出土遺物．その川造が結びつかない限り．誼の性格と．その居住者の性

格ともに不明のまヽ であろう．
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誼とは北脱地方に間する限り．すぺて英雄たちの抗争の拠点ではなさそうである。またその英雄

たちが．住民から収奪して．自已の経営を図るほどのヒンターラ ンドを持っていたとは．地理的条

件からも考えられない。おのずからその性格が浮んでくるようである。

しかし谷地中 r舘」の性格については．これまでのところ発掘区域がせまく 起綸を立てるに至っ

ていない。ここでは．この詑の存在位置に強い興味をひかれることもつけ加えておきたい。(O)

拿 大｀利夫 「*lllill躇J

＊＊渡辺讚問 ・穴俎fl遭柑 図木山 ppl43-155 ;i¥S面 1968.9 

＊＊拿貝山 f.1・ 富~:t!l.1 fA誼以急兌因旧査骰缶書」 昭 ・48・2
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PL I U. 数掛出土玉類

ら・・"'・C. • • 心.:=.... 、ウ壺"..:.1-..llぬ,vr.--=..~,.,.,,,_.... 心~-.... --- -..,_,,_ . 
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PL 2 舘遠景束より
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PL 5 8不明遺情

PL 9 舘出土鉄器
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第 2
 

部

中 野 円 旧 状 遺 構



中野円墳状遺構

I 遺構の存在・現状

中野円1t1状遺I員群は．北秋田邸比内町中野字上野69ー 1にあI}I 山地の縁四部に位ばする。中野

某落の南側に当I}'比高約IOm,附近一帯に土距器破片が散布し．谷をへだてた地区は古舘といb

れている。

この遺11,1:1「秋田じお遺跡地名表」通岳 307 (古墳の部，番号16)に担当すると思われ，また「秋

田梨史」第 IJ,t, ・古代中tll.編にはこの中野の記事を掲げ，遺構不明とし，土師器を出土した古JDと

しているが，不明の遺構が土邸器を出土するとはおかしな話である。

一方「秋田県史J考古論には何の記載もない。現在ここには 1碁の円1n状のマウンドがあり．他

の 1碁は五籟培をのせている。

"'*館市史惰科n査日謀橋昭悦氏は．昭和41年にこの遺跡を採査し， Fig8 のような記註を残

している。

比内地方の古lffらしいill物の情舘は．大館市史編さん委6岡本時也氏が，大正6, 7年mの幼少

悶代．町内の丑数掛（独Iもの北，味噌内の南）の段丘紐踏部から管玉．穿孔未完成の勾玉を1合得し

たことから．父君とともにその地点を発掘し，勾王と小玉各一個を発見さ れ．現存することだけに

限る。

この地点附近l.l土紀器も出土し，竪穴も今ることは地主の証言するところであり．管玉や勾玉に

しても．日用怯紅品として用いられたものが竪穴内などにあったものかもしれず．必らずしも古墳

内出土とは断定しかねる。PL Iはその現存する遺物の拡大写Uである。

このことは比内町内に古J.11の存在すること暗示しているようであるが．これまた中野遺IMが古墳

であると判訴するitil釦的な沢料とはなり祖ないようである。

付近には谷一つ隔てて明治問代に入ってからの作験者の墓といわれる盛土其が十故込ある。〔0)

u 発掘調査の経過

これまで「古in」として伝えられてきたが，はたしてそれが確冥なものかどうか確認するため．

今回の団査を紐行した。惧北地方においては，鹿角の枯立坂，三光塚他一墳丘が古lAとして確はさ

ているだけである．

E査は昭和47年8月9日から 8月20日まで，大館巴這高校，大館佳渇校両仕会部考古学lllti中の

烈繰者€辺んで，その出力をl!)て間姶した。 発担閲査にあたり中野~...ff農禁は同組合兵の辻a右氏

よ1), ひとかたならぬ田援助をいただき．又中野邦落の人々の既かい田支援を受けたことを明記し

26 
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て別念を衷する。

発 掘 日 誌

8月9日 テント穀営．辻貞治氏宅より兌揖器材述招．墳丘の餘11..

8月10日 墳丘測盈

8月II日 埠丘測且填丘を 4プロック（東西南北）に註置．表土剥ぎ

8月12日 表土関ぎ.JR丘国1iilの措土 奥山の案内で弘而大学致行学鵠助牧授村越潔氏采訪

される。

8月14日 北プロックより旧査．包土内より土的器破片出土．

8月15日 北プロック地山に直径 120cm深さ25cmの円形土ば (Pit3)径90cmX70cm,深30an<7)

円形土拡 {Pit4)検出，Pit3とPit4の間の池山上に，刃邸庄閃石製品出土．西傷プ

ロック狙査

8月16日 西プロック地山より径90cmX80cm,深さ30cmの円形土絋検出 (Pit I) J望1月土中遺物

なし，東プロ ック屈査，床面が西方へ紐糾する及方形土拡検出

8月17日 南プロック関査，径 I30cmX 90cm, 深 100cmの円形土砿（円往土~)検出、涅積土中

遺物なし， JA丘上に四かれていた石をけ餘．石下に土砿の痕tかなし．遺物の出土もなし

8月18日 墳丘セクション実渕． 土手の情土．南 • 西プロック間土手．出色土層中よ り冗永通宝

10枚出土

8月19日 円形土拡の平面図をJn丘図に写る。埋め戻し開始。

8月20日 午前中埋め戻し．午後器材舷収，関査を終了す。

発掘関係者

発掘担当者 • 閲査員奥山 潤

祖査日板橋 範 芳

補助月 干葉紅一郎．釜谷志志.@山光政（以上鳳嗚店校）藷項恵英子，安違和子

工藉早苗（以上佳忘校）

川 発 掘調 査

A 墳 丘 (Fig9,PL6,7,8J 

現形，東西約 4.2m、南北約,:m, 高さ約 Im, tnftl部に大さな石2個を“せている円墳で，南

半分の揖郡は周自の畑地からの拡張によ I)削土されている.lff!D部に置かれた石がいつごろから

28 



このような状店であったのか．部沼の老人も知らないし，そのいわれも知らない．この石を取り綜

いて判明したが，石下に約5anほどの区蝕土層（衷土）があり．このJ員丘が出来てしばらくしてか

ら．石をUせたようでめる．

この墳丘に8溝U争で駐死した人の遺品を遭訥したとの事であるがそれらしさものはまった＜

桟出されなかった．北東部にみられた攪乱冦ヵ＼その路であろ うか． 墳丘断面をみると．盛土は10

an~20arの厚さで'"直bられている． 已 g9中土眉番号は次の通りである．

l 漸じ麿

2 混合土（兄色土多塁）

3 混合土（黄色土多塁）

4 :i:: 色土

5 貨色土フロ 'lク包含届

6 火色土 ・黄色土プロック

., 氾合土（以色土，赤色土）

8 投乱滋

9 姦土

遠山はJ員丘中心込下よ り． 周囲へわずかではあるが傾斜しており．丘駁上で一醤高い部分に焚か

れている．北.i!!iプロ ・ノ ク間にしか希移屈がみられない点などからしてこ /¥IJ息』的に地山をM土

して1●丘中心部を高くしたものらしい．

包土中よ り．縄文土諾 1片．土躊訪霰片6片．石器2個を出土したが付近にU土邸品の舷6か

多くみらh,墳丘込営の~. 土と共に這ばれたものと思bれる．

墳丘はII中央部の冗色土中 (Fig9, X印）より寛永過宝IOt~が1寸●しあって出土した．このm

色土"'IJ.あさらかにlit丘造営atの区土層であり．出土迫点に置乱担り込み了の遺頃は. :Jcった ＜

みうけら1しない。このことから，この墳丘の迄営は，寛永通宝が込111された以1麦と．考えてさしつ

，，‘えないであろう．

B 主 体部

頃丘中には土瓜らしさものは．まったくみられなかった• ll'I丘下地山にIJ,次の4QIのPl形土絋

がみられた。
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Pot I 

Pot 2 

Pot 3 

Pot 4 

大ささ (cm)

90 X 80 

, 30 X 90 

120 X 120 

90 X 70 

深 さ (cm)

30 

100 

25 

30 
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これらすべてが主体部となる集団廷のようなものであろうか。 Pil2は他の 3個とき わめて異り．

その形状より， あたかも早桶を入れるに丁度よい穴に思われる。 Pit内の埠憤土は, Pit 2が黒色

土．他は混合土であり，内部からの出土遺物はなかった。

C 遥物

絹文土器 小破片で，右斜紐文で内面に横位に1日摂がある。

土的器 土師若はすべてJl'I丘包土より出土した破片で手づくねで．内面には刷毛目痕がある。

石 器 (FiglO) 2は打製石器で，一部欠Illしていて全体の形は不明だが石信に近い形を

なすものと思われる。 1は応製石器で刃部を店いているが．忍打器であろう。

銭 n 〔Figll,PL 13〕

寛永通宝が包土中の黒色土層より 10枚出土した。

iil径 (cm) 口さ (11111) 貨而字

2.5 文

2 2.4 0.8 

3 2.3 0.8 

4 2.43 

5 2.3 0.8 

6 2.2 0.8 
J 

7 2.3 0.8 

8 2.3 

， 2.25 0.8 

10 2.2 0.8 元

llll 中野円項状遺構の性格について

以上がこ れまで古項とさ れてきた同遺翔マウンドの一碁についての田査結果であるが，古in期の

古111であるとする確たる知見は，笛ることがでさなかった。 寛永通宝が旧丘造営時の包土よ IJ出

土したことにより，その造営時の範囲がせばめらh,江戸問f{ffi期以区と思われるに至った。

この寛永通宝の性格を考えるに．頃丘の下半分を造営し，その時点で寛永通宝を埋納し. 1役111.E

上半分を造営するという過程が考えられ，造営中遠でuを埋納 （追狂）したと思われる。 「三途の

川の渡日」は死体に副葬するという点で性格が異なるが，土絋の中から「三途の川の混itJと思わ

れる枝の出土はなかった。殊に註頁が6枚でなく 10枚である点は奇異である。

30 
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l0t111 

Fig 10 中野出土石器実測図

このような円IA状の遺構はもう一碁あり．それが古填かも知れないと不確実な1lt測をするのみで

ある。

補 記

報文tA笠者は，出土遺扮で年代を示す寛＊通宝が包土中位部から出土したことから，下位部を！髯

染し，註＂を埋め．更に上部を造聾したものと考えているが、層位的に言うならば，中位面に註臼

があれば，下位部の床面にあるピッ トは.nrrが示す寛永通宝の年代以前とすることもできる。

しかしこのうち，混合土を充壻した 3ピッ トは．墓絋にしては．何らの副邦品も発見されなかっ
＊ 

た点が奇異である。江戸時代．当地方の墓の！例には，煙管，FIN号の副葬があり何らかの項跡を残

すのが苔通であろう。 たゞしもし江戸期以前として，中世に入る墓であるとすれば．当地方として

は全く知見がない。従ってこれを否定することもできない。

だがここに，修験辺の場合を考えてみる必要があるかもしれない。おそらく土俗と強く結ばれた

北奥の仕験追については．これまた何ひとつ発言できる考古学的なE例はない。
＊＊ 

この古旧状盛土の性格を明らかにするには｀なお関辺の全面発掘を行ってみる必要がある。(0)

＊ 誼年-.ro這第7 丹ほの改惰に当•I, Iしば底大訊2MB1学仕宣 三ほ公平数授が 贋巣町坊沢で兌星された数9情が

める．憧管. mなどのbずかな副＂品€伴っ ていた。

＊＊ この兄屈のあと．欣1D県紋'f.t委9令により Flg8の五帽ll'i(江戸末期のもの）の立てられてある方形土JIの傍

らに「中fl古lllJと記した大1累は力!Itてられた．
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Fig II 中野出土寛永通宝拓影図
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PLIJ 中野出土寛永通宝
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